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之 を 既 約 表 示 の 直 和 に 分 解 す れ ば           "

   1'rP～(2P+1)〔cv.urAl+αA2へ2+af F, 1")+α ・rlハrl+α'P2 r・.'2〕

但 しα.g=cr.L2=1十 δull十δ311十(; ll、, at.ii=2(i十 δ.ll,十δu、十 δ :,1、)1`u'Vl=αTz=3!十2 -2δ 、ni一δ11,一

δ2h十 δSl,,δll,はKroue・ke1・ の δで あ る.

 ス ピ 必kの 核 か ら成 る 系 は(2,s+1)1個 の 猫 立 な 棲 ス ピ ン薗 数 を 有 し,之 の 適 曽 な 一 次 結 合 を

基 底 と して 群Gの 元 素 に よ る麺 換 の 表 示 を一般 的 に 與 え れ ば の

    lI',・;・ αXr1"Ai+α 査,rA,+α 盛 翫+α*,、 17。、+α 杢∬T、

 以 一ヒのr・,君,几 の 積 表 示 を 簡 約 し,1∴u或 い は 八2に 馬 す る次 元 数 を 計 算 し,Boltzmiit)i1

統 計 に 基 い て 分 配 薗 敗Z(T)を 作 れ ば,特1・i温 度Tk(古 典 的 分 配 薗 蒙 の 表 式 に 一 致 す る と見 倣 し

得 る 最 低 温 度 一 例 え ばC狂 コで はTk=83。Kσ))以 下 に於 て は 振 動 量 子 の 働 起 を 省 略 す る 範 園 内

で,

  ZTくTh =・Xpex 1(-E(p)/kT)(2p十1){(α ㌔ 十 α弐2)五M(p)十 α査ZEF(p)十(α 手1十 α肇2)7』(p)}

敢 で α玉 十α萢=%s(2s十1)2(・2十s十3),碗=%<2s十1)(2>2十3s十1),α 墨1十 α胞=s(2s十1)

(2,2十3こ 十1)で あ る.而 し て 遷 移 の 原 因 とな る搬 動 が 少 く と も核 ス ピ ン 座 標 を 含 ま な い 限 り,

互 に 直 交 す る ス ピ ン 画 数 を 有 す る斯 る3っ の 分 子 歌 態,ΣP五A1(P),.ΣP函 くP),Σ 五Tl(P)(但 し

iうoltzmann囚 子 を 略 す)は 猫 立 に 仔 在 し,T≧Tkな るi,Vil度に 於 け る 先 験 的 存 在 比 は(α 査1+α 弐2):

2碗:3(α 杢1十 跡 の と な る.之 を 吾 々1講 頚 扮 子 の 核 ス ピ ン 異 性 艦 と名 付 け る.
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     高速度廻韓 に利用す ろ磁氣軸受について

       荒勝 文策・片獺  彬・小亀  淳・矢野 淑郎

 廻轄髄 と軸受 との間の摩擦 をも皆無にして,超 高速の廻韓を實現する爲 に,物 龍 を全 く"宙

に浮かす㌦ こと'を試み之に成功した.

 重力に抗する力 として磁氣力を使 うこととし,多}個 筒コイルの性朕について種々の簡軍な

實験をやつてみた結果,我 々の口的に都合の良い性質を見出した・即ち,コ ・fルに吸引される
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小 鐵 俸 は,コ イル の 内 部 で は全 く内壁 に吸 着 して しま うが,入tl近 傍 で は棒 の先 端 が コイ ル の

中心 軸 に 向 けて 吸 引 され,小 鐡 捧1ま何 所 もコ イル の 壁 に附 督 しな い こ とで あ る.

 この 際,磁 場 に よる吸 引 力 と,小 鐡 棒 に働 く重 力 との 合 力 の ポ テ ン シ アル を考 え て見 る と,

コイ ルの 軸 上 に あつ て は,コ イル の 中心 附 近 に ボテ ン シア ル 極 小 の 所 が あ り,そ の入 口近 傍;

即 ち上 に述 べ た様 な都 合 よい 力 を鐡 片 に作 用 す る所 には,不 安 定 なユ肖郷llが あ る事 が 解 る.從

つ て この 黙 で は,物 艦 に働 く重 力 と磁 氣 ノjとか祁 等 し く,而 もこの 近 傍 で鐡 片 は コ イ ル の 壁 に

附 着 せ す,も しこの 不 安 定 な2卜衡黙 に あ る物 髄 と青釦Lせ しめ る毒 が 川 來 れ ば,全 く他 との接 燭

な しに物 膿 を宙 に浮 か す こ とが で き る筈 で あ る.

 この 不安 定 性 を攣 じて安 定 なノト衡 鮎 に す る欝 に は,減 片 が 落 下 しよ う とす るや否 や磁 場 が 強

まつ て,そ れ を阻 臣 し,磁 石 に近 す きす ぎれ ば直 ちに磁1}の 房弓くな る調 節 作 用 が 必 要 で あ る.こ

の操 作 を 自動 的 に鋭 敏 に行 わす 鴛 に どの様 な方 法 を と るべ きか をジラ慮 した が,鐵 片 の 上 下 を他

の1'fi板との 間 の容 量 の鍵 化 と して直 接 に用 い,そ の 際 このr罰を流 れ る高 周 波 電流 の攣 化 を適 常

に塘 巾瞼 波 して,コ イ ルを流 れ る電流 を加 減 さす こ とが 考 え られ る.と ころ がScudder Smith

は睨 にか か る着 想 を費 用 化 して稜 麦 して い る事 を知 つ た の で(Rev, Sci. lnrt. vol 12,15,(1941))

我 々は之 を滲 考 に しなが ら,秤 々0理占に改 良 を加 え,… つ のll1動 調 節 式 磁 氣 軸 受 襲 置 を作 成 し

た.配 線 は第1圖 に示 す如 くで あ るt

 Fieldに 用 い た コ イ ルは,026!1,m,工 才 メル線 約20000回 巻 い た もの で,ア ンペ ア クPン は約

1200で あ る・ 廻 榑 艦 は鐵 軸 を有 す る ジニ ラル ミン製 で,種 々作 成 した が最 大909(但 し之 は全 鐵

製)を 樂 に浮 か し得 た.安 定 度1卦121めて 良好 で あつ て,電 源 の 振 動 を除 けば,20倍 の 望 速 鏡 で

槻 測 して も振 動 は 認 め られ な い.

 我 々は 引 き績 きpこ れ を廻 傳 させ るべ く,廻 樽 磁 界 を作 成tltで あ る.
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